











【 目 的 】 当 院 で はClostridium difficile(以 下CD)の 迅 速 診 断 試 薬 と
し てtoxinA/B(以 下TOX)に 加 えCDの 共 通 抗 原 で あ るglutamate 











GDH(＋)TOX(－):22検 体（24%） で あ っ た。GDH(＋)TOX(－)22検
体のうち12検体(55%)が培養後TOX(＋)となった。抗菌薬投与が行

























































































お お く ぼ
久保恒
つねまさ
正 1)、安藤　寿博 2)、棚橋　　忍 3)
【目的】セネストパチー（体感症）は、1907年にデュプレとカミュ
によって命名された疾患名で、DSM-４TRでは心気妄想症の体感幻
覚が近似であると言われている。精神病理的には、身体的疾患が認
められないのにもかかわらず身体感覚の異常を奇妙に執拗に訴える
状態である。セネストパチーに対する治療はそれぞれの基礎疾患に
対応することが多く、症状に応じて抗不安薬や抗うつ薬および抗精
神病薬などが用いられる。セネストパチーの経過はそれぞれ基盤と
なっている精神障害の軽快や増悪に伴って症状の変化が認められる
が、その治療には難渋することが多い。一方、口腔異常感症は、一
般的には心理情動因子に起因して口腔内に不快感、疼痛、灼熱感、
異物感、味覚異常などの異常感を訴えるにもかかわらず、その症状
に見合う器質的変化が　認められないものと総称されており、口腔
内の異常感を奇異な内容で執拗に訴える口腔内セネストパチーと
は、明瞭ではないものの一応区別はされている。現在、口腔内セネ
ストパチーの位置付けや鑑別診断に関しては明確な診断基準がある
訳ではなく、そのことが治療を困難にしている一因であるとも思わ
れる。
【方法】最近経験したそれぞれ精神疾患を基礎疾患とする口腔異常
感症と口腔内セネストパチー１6例を提示し、口腔異常感症の中で
の口腔内セネストパチーの位置付けを可能な限り明確化することに
より、口腔内セネストパチーの診断およびその治療に関して考察を
試みた。
【結論】われわれは、口腔内の異常感を奇妙な内容で執拗に訴える
口腔内セネストパチーの位置付けは、器質的な原因を認めないが心
理情動因子により口腔内に異常感を訴える口腔異常感症の中に包括
されるべきではないかと考える。
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